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に託（たく）して、
他（た）
方（はう）に
往（ゆ）きて
久（ひさ）しく
居（ゐ）たり。

一〇 
期（き）に
及（およ）びて、
彼（かれ）は
僕（ぼく）を
園（ゑん）
丁（てい）に
遣（つかは）して、
彼（かれ）に
葡（ぶ）
萄（だう）の
實（み）を
與（あた）へしめんとせしに、
園（ゑん）
丁（てい）
之（これ）をうちて、
空（むな）しく
返（かへ）らしめたり。

一一 
復（また）
他（た）の
僕（ぼく）を
遣（つかは）ししに、
彼（かれ）
等（ら）
之（これ）をもうち、
辱（はずかし）めて、
空（むな）しく
返（かへ）らしめたり。

一二 
又（また）
第（だい）
三（みつ）の
者（もの）を
遣（つかは）ししに、
之（これ）をも
傷（きず）つけて、
逐（お）ひ
出（いだ）せり。

一三 
其（その）
時（とき）
葡（ぶ）
萄（だう）
園（ゑん）の
主（しゅ）
曰（い）へり、
我（われ）
何（なに）を
爲（な）さんか、
我（わ）が
至（し）
愛（あい）の
子（こ）を
遣（つかは）さん、
或（あるひ）は
彼（かれ）を
見（み）て
愧（は）ぢんと。

一四 
然（しか）れども
園（ゑん）
丁（てい）
彼（かれ）を
見（み）て、
相（あひ）
議（ぎ）して
曰（い）へり、
此（こ）れ
嗣子（よつぎ）なり、
往（ゆ）きて
彼（かれ）を
殺（ころ）さん、
其（その）
嗣（し）
業（げふ）の
我（われ）
等（ら）の
有（もの）とならん
爲（ため）なり。

一五 
乃（すなはち）
彼（かれ）を
葡（ぶ）
萄（だう）
園（ゑん）の
外（そと）に
曳（ひ）き
出（いだ）して
殺（ころ）せり。
然（しか）らば
葡（ぶ）
萄（だう）
園（ゑん）の
主（しゅ）は
彼（かれ）
等（ら）に
何（なに）を
爲（な）さんか。

一六 
彼（かれ）
來（きた）りて、
其（その）
園（ゑん）
丁（てい）を
滅（ほろぼ）し、
葡（ぶ）
萄（だう）
園（ゑん）を
他（た）の
者（もの）に
託（たく）せん。
之（これ）を
聞（き）きし
者（もの）
曰（い）へり、
願（ねが）はくは
此（こ）れ
有（あ）らざらん。

一七 
然（しか）るにイイスス
彼（かれ）
等（ら）に
目（め）を
注（そそ）ぎて
曰（い）へり、
録（よ）して、
工（こう）
師（し）が
棄（す）てたる
石（いし）は
屋（をく）
隅（ぐう）の
首（しゅ）
石（せき）と
爲（な）れりと、
云（い）ふは
何（なん）ぞや。

一八 
凡（およ）そ
此（こ）の
石（いし）の
上（うへ）に
倒（たふ）るる
者（もの）は
壊（やぶ）られ、
此（こ）の
石（いし）の
其（その）
上（うへ）に
墜（お）つる
者（もの）は
砕（くだ）かれん。

一九 
斯（こ）の
時（とき）
司（し）
祭（さい）
諸（しょ）
長（ちゃう）と
學（がく）
士（し）
等（ら）とは
彼（かれ）に
手（て）を
措（お）かんと
謀（はか）りたれども、
民（たみ）を
懼（おそ）れたり、
其（その）
彼（かれ）
等（ら）を
指（さ）して、
此（こ）の
譬（たとへ）を
語（かた）りしを
覚（さと）りたればなり。


二〇 
乃（すなはち）
彼（かれ）を
窺（うかが）ひて、
義（ぎ）
者（しゃ）の
爲（まね）をなせる
間（かん）
者（じゃ）を
遣（つかは）して、
言（ことば）に
因（よ）りて
彼（かれ）を
羅（あみ）せんと
欲（ほっ）せり、
彼（かれ）を
有司（いうし）
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